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井
上
円
了
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究

『
外
道
哲
学
』
を
中
心
に

菅
　
沼

晃

ま
え
が
き

　
学
祖
・
井
上
円
了
（
以
下
、
学
祖
と
い
う
）
は
、
仏
教
を
中
心
と
し
た
東
洋
思
想
全
般
に
つ
い
て
多
く
の
著
作
を
あ
ら
わ
し
た
が
、

そ
の
中
で
仏
教
以
外
の
イ
ン
ド
思
想
に
関
す
る
単
独
の
著
作
は
、
『
外
道
哲
学
』
（
明
治
三
十
年
）
、
『
印
度
哲
学
綱
要
』
（
明
治
＝
二

年
）
の
二
著
で
あ
る
。
学
祖
の
『
仏
教
活
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
著
作
の
中
で
も
、
イ
ン
ド
の
哲
学
・
宗
教
に
つ
い
て
断
片
的

に
は
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
諸
思
想
を
全
体
的
に
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
は
こ
れ
ら
二
著
の
み
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ

　
　
　
　

ろ
う
。

　
二
著
の
う
ち
で
も
『
印
度
哲
学
綱
要
』
は
初
級
の
教
科
書
と
し
て
編
ま
れ
た
入
門
書
的
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
結
局

は
学
祖
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
合
に
は
、
『
外
道
哲
学
』
が
唯
］
の
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
、
と
く
に
後
者
を
と
り
あ
げ
、
学
祖
の
学
問
（
思
想
）
体
系
の
な
か
で
、
イ
ン
ド
哲
学
が
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
ち
、
ど
の
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ひ
ニ

よ
う
な
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
ど
う

　
こ
こ
に
学
祖
が
「
外
道
哲
学
」
と
い
う
場
合
の
「
外
道
」
と
は
、
「
印
度
諸
家
ノ
哲
学
ハ
千
種
万
類
ニ
シ
テ
殆
ド
幾
多
ノ
流
派
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ヘ

ル
ヲ
知
ラ
ズ
ト
錐
モ
、
仏
教
家
ハ
之
ヲ
総
称
シ
テ
外
道
ト
名
ク
」
と
い
う
よ
う
に
、
イ
ン
ド
哲
学
を
総
称
し
て
こ
の
よ
う
に
言
う
中

国
、
日
本
の
伝
統
に
し
た
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。
「
外
道
」
と
い
う
こ
と
ば
の
原
語
は
ご
「
日
①
（
聖
地
、
沐
浴
場
、
教
授
、
指
導
、

指
導
者
）
か
ら
つ
く
ら
れ
た
⇔
『
昏
纂
①
（
神
聖
な
人
、
苦
行
者
、
聖
地
）
あ
る
い
は
吟
詳
日
畏
讐
①
（
宗
教
開
拓
者
、
救
済
者
、
宗

ら
　
　祖
）
で
あ
り
、
も
と
も
と
異
端
・
邪
説
の
意
味
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
中
国
で
「
外
道
」
と
訳
さ
れ
て
以
来
、
仏
教
以
外
の
異
端

説
の
意
味
で
も
ち
い
ら
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
学
祖
が
「
外
道
哲
学
」
と
い
う
場
合
に
は
、
た
だ
仏
教
以
外
の
異
端
説
と
い
う
の
で

は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
ド
哲
学
一
般
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
学
祖
は
「
六
賢
人
」
の
な
か
に
、
日
本
で
は
聖
徳
太
子
、
菅
原
道
実
、
中
国
で
は
荘
子
、
朱
子
、
イ
ン
ド
で
は
龍
樹
と
カ

ヒ
ラ
を
入
れ
て
お
り
、
仏
教
を
除
く
イ
ン
ド
哲
学
プ
ロ
パ
ー
の
分
野
で
は
サ
ー
ン
ク
ヤ
　
（
⑭
助
ミ
穿
ぷ
）
学
派
の
カ
ピ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ロ
ニ

（
×
父
℃
＝
巴
だ
け
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
の
多
く
の
開
祖
、
諸
師
の
な
か
で
カ
ピ
ラ
だ
け
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
は
、
「
数
論
勝
論
ハ
仏
書
中
二
基
本
書
ヲ
伝
へ
古
来
講
究
シ
タ
リ
シ
ヲ
以
テ
」
と
い
う
こ
と
と
、
学
祖
の
思
想
体
系
に
お
い
て

「
主
観
論
一
に
高
い
地
位
が
与
え
ら
れ
、
イ
ン
ド
哲
学
の
中
で
は
数
論
（
ω
鋤
ミ
π
古
養
）
が
主
観
論
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
の

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
学
祖
は
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
を
代
表
す
る
者
と
し
て
カ
ピ
ラ
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、
八
宗
の
祖
と
あ
お
が

れ
る
龍
樹
と
並
べ
て
イ
ン
ド
を
代
表
さ
せ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
、
学
祖
の
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
を
客

観
的
に
見
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
日
学
祖
が
イ
ン
ド
哲
学
の
範
囲
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
な
資
料
と
方
法
で
研
究
し
よ

う
と
し
た
の
か
、
ロ
イ
ン
ド
哲
学
が
学
祖
の
学
問
（
思
想
）
体
系
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
日
と
く
に
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仏
教
思
想
の
体
系
化
と
イ
ン
ド
哲
学
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
四
学
祖
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
の
同
時
代
的
な
意
義

は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
な
ど
の
基
本
問
題
を
中
心
に
、
学
祖
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

88

一、

坙
{
に
お
け
る
イ
ン
ド
哲
学
研
究

　
中
国
・
日
本
の
仏
教
の
伝
統
に
お
い
て
は
、
仏
教
を
除
く
イ
ン
ド
諸
思
想
は
「
外
道
」
と
よ
ば
れ
、
仏
教
信
仰
を
妨
害
す
る
も
の

と
し
て
扱
わ
れ
て
来
た
。
し
た
が
っ
て
イ
ン
ド
哲
学
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
客
観
的
研
究
は
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
六
派
哲
学
の
原
典
の
う
ち
で
、
漢
訳
さ
れ
た
の
は
サ
ー
ン
ク
ヤ
学
派
の
『
金
七
十
論
』
と
ヴ
ァ
イ
シ

エ
ー
シ
カ
　
（
〉
①
尻
o
ム
ζ
）
学
派
の
『
勝
宗
十
句
義
論
』
の
二
著
だ
け
で
あ
り
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
は
天
啓
聖
典
（
玲
已
三
と
し

て
尊
重
さ
れ
る
『
ヴ
ェ
ー
ダ
」
も
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
も
つ
い
に
漢
訳
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
日
本
に
つ
い
て
言
え
ば
、
イ
ン
ド
哲
学
の
学
問
的
研
究
は
明
治
以
後
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
南
条
文
雄
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留

学
し
て
学
び
と
っ
て
来
た
の
が
最
初
と
さ
れ
る
。
学
祖
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
仏
教
研
究
を
も
含
め
た
イ
ン
ド
哲
学
研
究
が
ど
の
よ
う
に
し
て
始
め
ら
れ
、
展
開
さ
れ
た
か
を
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
イ
ン
ド
思
想
に
た
い
す
る
関
心
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
は
、
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
あ
っ
た
と

言
わ
れ
る
。
一
七
世
紀
、
ム
ガ
ー
ル
朝
第
六
代
の
王
ア
ゥ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
（
〉
⊆
「
餌
コ
ぬ
N
①
9
の
兄
ダ
ー
ラ
ー
シ
コ
ー
（
O
曽
◎
白
D
ゴ
〔

言
ゴ
）
に
よ
っ
て
五
二
編
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
ペ
ル
シ
ャ
語
訳
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
こ
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
ペ
ル
シ
ャ

語
訳
○
已
芭
↓
巴
（
ゴ
完
が
フ
ラ
ン
ス
人
デ
ュ
ペ
ロ
ン
（
P
コ
ひ
q
已
o
⇔
＝
合
」
勺
⑲
隅
o
口
）
に
よ
っ
て
ラ
テ
ン
語
訳
さ
れ
て
（
」
G
。
O
」
－
」
。
。
O
N
）
ヨ
ー

ロ
ッ
．
バ
に
紹
介
さ
れ
、
「
イ
ン
ド
の
聖
典
」
と
し
て
多
く
の
人
々
の
関
心
を
あ
つ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
学
問
的
な
イ
ン
ド
研
究
は
殆
ん
ど
同
じ
こ
ろ
始
め
ら
れ
た
。
最
初
は
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
を
植
民
地
と
し

て
統
治
す
る
必
要
上
、
イ
ン
ド
の
哲
学
や
宗
教
の
原
典
類
の
翻
訳
・
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
た
が
、
一
七
八
四
年
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ジ
ョ
ー
ン
ズ
（
∪
∩
一
「
≦
≡
品
ヨ
」
o
コ
Φ
⑦
）
に
よ
っ
て
「
ベ
ン
ガ
ル
・
ア
ジ
ア
協
会
」
（
〉
°
力
冨
江
o
o
D
o
g
o
マ
o
｛
C
o
①
⇒
ぽ
q
巴
）
が
設
立
さ
れ

る
に
お
よ
ん
で
、
本
格
的
な
イ
ン
ド
研
究
の
基
礎
が
か
た
め
ら
れ
た
。
こ
の
最
初
の
段
階
で
は
、
専
門
の
研
究
者
と
い
う
よ
り
も
イ

ギ
リ
ス
の
軍
人
や
官
僚
な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
≦
］
o
コ
o
°
。
°
コ
゜
ひ
o
冨
宮
o
O
穴
C
≦
＝
竺
ロ
ρ
S
勺
「
ぎ
ω
而
O
な
ど
の
名
が
知
ら
れ
て
い

る
。　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
イ
ン
ド
に
関
す
る
興
味
は
、
最
初
期
に
お
い
て
は
O
≡
○
言
σ
q
∨
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
ブ
ユ
o
脅
団
象

゜c

U
巨
窓
⑦
三
ご
ひ
雲
会
㊦
u
り
買
駕
古
㊦
己
】
己
≦
四
ω
ゴ
m
＝
△
隅
ぎ
ユ
o
で
＝
⑦
己
o
一
ひ
o
「
σ
q
－
一
。
。
O
。
。
°
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
会
に
大
き
な
刺
激
を
与

え
た
。
つ
い
で
、
『
ヴ
ェ
ー
ダ
』
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
に
関
心
が
向
け
ら
れ
、
一
九
世
紀
中
ご
ろ
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
仏
教
に

も
関
心
が
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
四
七
年
に
は
ベ
ン
ガ
ル
・
ア
ジ
ア
協
会
か
ら
ロ
ま
言
芸
①
6
巴
コ
合
ひ
①
G
n
隅
一
①
゜
・
が
、
一
八

七
五
年
に
は
マ
ッ
ク
ス
こ
、
＼
ユ
ー
ラ
ー
（
］
≦
①
×
一
≦
己
一
而
「
）
に
よ
っ
て
o
o
①
6
お
ム
ロ
o
o
ズ
。
・
o
〔
夢
而
国
昂
〔
の
刊
行
が
始
め
ら
れ
た
。
マ

ッ
ク
ス
：
・
、
・
一
ー
ラ
ー
は
イ
ン
ド
哲
学
を
体
系
づ
け
る
手
始
め
と
し
て
弓
古
o
O
り
一
×
0
リ
ペ
ω
9
日
。
。
o
〔
甘
合
①
コ
勺
ゴ
＝
○
。
・
o
菩
ぺ
」
。
。
。
。
朝
を
刊

行
し
た
が
、
イ
ン
ド
の
哲
学
・
宗
教
を
初
め
て
世
界
の
哲
学
史
の
な
か
で
扱
っ
た
の
は
勺
゜
O
①
已
ω
ω
o
『
〉
＝
ぬ
o
ヨ
㊦
日
o
O
①
。
・
6
宮
ひ
宮
Φ

臼
隅
「
三
（
あ
O
O
三
①
［
」
～
ω
゜
［
①
号
N
品
」
。
。
置
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
標
準
的
な
イ
ン
ド
哲
学
史
と
さ
れ
て
、
そ
れ
以
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ら

人
に
よ
る
伝
統
的
な
学
問
方
法
に
よ
る
イ
ン
ド
研
究
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ン
ド
学
が
、
笠
原
研
寿
、
南
条
文
雄
、
高
楠
順
次
郎
ら
に
よ
っ
て
日
本
に
つ
た
え
ら
れ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
笠
原
・
南
条
の
両
者
が
明
治
十
九
年
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
の
も

と
に
派
遣
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
原
典
研
究
法
を
学
ん
で
帰
国
し
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
東
京
大
学
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
講
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ら
　

座
が
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
に
南
条
文
雄
を
初
代
講
師
と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
明
治
三
十
年
に
は
、
同
じ
く
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
で
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ー
ラ
ー
、
ウ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ
（
ζ
O
「
一
⌒
N
　
！
ベ
一
コ
吟
O
「
コ
…
［
N
）
の
も
と
で
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
の
研
究
を
し

た
う
え
で
帰
国
し
た
高
楠
順
次
郎
が
南
条
文
雄
に
か
わ
っ
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
講
座
を
担
当
し
、
こ
の
講
座
は
同
三
十
四
年
（
一
九

〇
一
）
に
正
式
に
「
梵
語
学
講
座
」
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
日
本
の
イ
ン
ド
学
・
仏
教
学
の
研
究
方
法
は
、
ほ
と
ん
ど
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
流
の
原
典
研
究
に
も
と
つ
く
も
の
と
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
学
祖
が
東
京
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
明
治
十
八
年
で
あ
る
か
ら
、
南
条
文
雄
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
講
義
を
知
っ
て
い
た
か
ど
う

か
不
明
で
あ
る
が
、
同
二
十
一
年
二
八
八
八
）
に
は
東
洋
哲
学
の
研
究
情
況
を
広
く
視
察
す
る
た
め
に
第
一
回
目
の
欧
米
巡
歴
の

旅
に
出
て
お
り
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ン
ド
学
・
仏
教
学
の
研
究
方
法
、
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ぱ
ニ

び
そ
の
成
果
に
つ
い
て
は
充
分
な
認
識
を
も
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
学
祖
が
『
外
道
哲
学
』
を
出
版
す
る
明
治
三
十
年
（
一
八
九

七
）
ま
で
に
、
す
で
に
高
楠
順
次
郎
の
『
仏
説
観
無
量
経
』
の
英
訳
”
↓
古
o
＞
∋
＝
身
ξ
合
ぺ
曽
器
日
「
口
”
　
（
0
力
゜
e
d
°
声
＜
○
一
゜
×
⊆
×
°

」
。
。
茸
）
、
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
の
英
訳
”
〉
ヵ
①
∩
o
己
o
〔
日
o
ロ
O
已
合
三
゜
。
⌒
ヵ
⑦
一
一
ひ
q
δ
コ
器
廿
日
6
二
。
・
①
△
ぎ
一
コ
α
冨
p
コ
ユ
書
o
ζ
巴
昌

〉
『
ひ
言
色
亮
声
）
9
目
［
°
・
一
H
完
”
　
（
（
）
×
｛
°
　
」
O
c
口
Φ
）
な
ど
の
原
典
研
究
に
も
と
つ
く
研
究
成
果
が
続
々
と
発
表
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

『
外
道
哲
学
』
が
刊
行
さ
れ
た
年
に
は
名
著
の
誉
高
い
㊥
①
三
〇
m
已
。
・
。
・
o
『
O
O
m
合
N
品
⊂
℃
①
巳
ω
古
①
昔
△
③
⑦
＜
o
巳
S
↑
Φ
甘
N
完
も
発
表
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
に
も
と
つ
く
新
し
い
イ
ン
ド
哲
学
・
仏
教
学
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
情
況
の
も
と
で
、

学
祖
が
ど
う
し
て
新
し
い
研
究
方
法
を
と
ら
ず
に
、
伝
統
的
な
漢
文
資
料
の
み
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
哲
学
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
の
か

と
い
う
こ
と
が
、
ま
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
学
祖
の
と
っ
た
方
法
は
独
自
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
学
祖
の
学

問
体
系
と
密
切
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

90



二
、
円
了
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
の
目
的
と
方
法
・
資
料

月卜［［上了ク「）イント］彗t』｝f：6汗’究

　
「
外
道
哲
学
緒
言
」
に
よ
れ
ば
、
『
外
道
哲
学
』
の
意
味
は
、

　
「
余
多
年
哲
学
上
日
本
仏
教
ノ
組
織
系
統
ヲ
撰
述
セ
ン
ト
欲
シ
カ
ヲ
之
二
用
フ
ル
ヤ
久
シ
。
近
日
漸
ク
其
大
系
ヲ
完
成
シ
之
ヲ
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
教
哲
学
系
統
論
ト
論
題
シ
、
先
ツ
其
第
一
編
即
チ
外
道
哲
学
ヲ
印
行
シ
テ
此
二
公
ニ
ス
ル
ニ
至
ル
」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
が
「
仏
教
哲
学
系
統
論
」
の
第
一
編
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
学
祖
は
仏
教
思
想
の
新
た
な
視
点
か
ら
の

体
系
化
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
仏
教
に
新
し
い
生
命
を
与
え
る
た
め
の
基
礎
作
業
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
早
く
か
ら
こ
の
こ
と
を
完

成
す
る
た
め
に
準
備
を
す
す
め
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
「
仏
教
」
と
は
、
抽
象
的
な
仏
教
一
般
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ほ
　

日
本
人
が
伝
統
的
に
保
持
し
て
来
た
「
現
在
日
本
に
流
布
セ
ル
仏
教
」
で
あ
る
。
こ
の
日
本
仏
教
の
要
素
を
分
析
的
に
見
る
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
2
）

「
印
度
・
支
那
二
元
素
ノ
其
ノ
中
二
混
和
セ
ル
ヲ
見
ル
」
と
い
う
よ
う
に
、
イ
ン
ド
と
中
国
に
基
礎
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
ま

ず
指
摘
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
仏
教
全
体
の
系
統
は
、
そ
の
「
原
種
」
は
イ
ン
ド
よ
り
伝
わ
り
、
そ
の
「
養
料
」
は
中
国
に
負

っ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
学
祖
の
と
ら
え
る
仏
教
は
日
本
人
が
保
持
し
て
来
た
、
い
ま
の
こ
の
仏
教
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
・
中
国
と

い
う
両
国
の
仏
教
に
も
と
つ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
そ
の
仏
教
の
ル
ー
ツ
と
し
て
の
イ
ン
ド
哲
学
が
研
究
の
対
象
と
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
学
祖
は
、
「
思
想
史
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
現
在
謂
う
と
こ
ろ
の
「
仏

教
思
想
史
」
に
当
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
あ
い
で
、
仏
教
哲
学
系
統
論
に
お
け
る
思
想
史
的
性
格
と
い
う
点
も
、
考
察
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
．
、
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端
的
に
い
え
ば
、
学
祖
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
は
イ
ン
ド
哲
学
そ
の
も
の
を
対
象
と
し
た
イ
ン
ド
哲
学
研
究
で
は
な
い
。
学
祖
の
思

想
体
系
に
あ
っ
て
は
、
イ
ン
ド
哲
学
は
あ
く
ま
で
も
仏
教
の
ル
ー
ツ
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
日
本
仏
教
の
思
想
的
ル

ー
ツ
と
し
て
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
祖
の
『
外
道
哲
学
』
の
出
発
点
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸

学
者
が
菩
＝
○
一
〇
鰻
∩
芝
な
興
味
の
対
象
と
し
て
イ
ン
ド
の
古
典
を
読
み
、
パ
ウ
ル
・
ド
イ
ッ
セ
ン
が
世
界
哲
学
史
の
な
か
で
イ
ン
ド

哲
学
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
の
と
、
大
い
に
異
な
る
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
仏
教
思
想
の
重
要
な
要
素
と
し
て
の
仏
教

の
ル
ー
ツ
を
探
り
、
そ
れ
を
体
系
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
日
本
思
想
そ
の
も
の
の
ル
ー
ツ
に
目
を
向
け
る
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
点
を
見
お
と
し
た
と
し
た
ら
、
こ
の
『
外
道
哲
学
』
も
、
た
だ
「
古
め
か
し
い
も
の
」
と
い
う
評
価
を
与
え
ら
れ
る
だ

け
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
の
伝
統
の
な
か
に
あ
る
仏
教
の
ル
ー
ツ
を
探
る
と
い
う
出
発
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
研
究
資
料
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
「
印
度
・
支
那
・
日
本
三
国
の
経
論
・
疏
釈
ニ
シ
テ
現
今
我
邦
二
存
ス
ル
仏
籍
二
拠
リ
」

と
す
る
の
も
当
然
で
あ
る
。
学
祖
の
用
い
た
資
料
は
す
べ
て
、
印
度
・
中
国
・
日
本
に
わ
た
る
、
い
わ
ゆ
る
漢
訳
・
漢
文
の
仏
典
の

み
で
あ
り
、
学
祖
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
者
の
研
究
な
ど
は
す
べ
て
こ
れ
を
除
く
と
述
べ
、
そ
の
理
由
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
「
余
が
目
的
は
独
り
日
本
仏
教
の
系
統
ヲ
開
示
ス
ル
ニ
ア
レ
バ
ナ
リ
。
」

と
言
う
。
学
祖
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
漢
文
資
料
だ
け
で
イ
ン
ド
哲
学
研
究
、
仏
教
研
究
が
完
成
す
る
と
考
え
て
い
た
わ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
1
5
）

で
は
な
く
、
「
凡
ソ
仏
教
ノ
真
相
ヲ
発
見
セ
ン
ト
欲
セ
バ
、
必
ズ
比
較
上
東
西
両
洋
二
伝
フ
ル
所
ノ
仏
教
ヲ
対
照
ス
ル
ヲ
要
ス
」
と

主
張
す
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
研
究
を
無
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
若
シ
比
較
研
究
ノ
道
ヲ
開
カ
ン
ト
欲

セ
バ
」
ま
ず
日
本
に
流
布
し
て
い
る
仏
教
の
思
想
系
統
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は

　
「
其
引
用
及
参
考
書
類
ハ
、
皆
古
来
日
本
に
於
テ
翻
刻
或
ハ
新
刊
セ
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
、
西
洋
印
行
ノ
仏
籍
或
ハ
之
二
関
ス
ル
泰
西

92



Ji▲・「ユj了ク1）イノト哲”宕6汗’，teL

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
き

　
学
者
ノ
評
論
著
作
等
ハ
之
ヲ
除
ク
。
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
学
祖
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
は
、
あ
く
ま
で
も
日
本
仏
教
系
統
論
の
一
段
階
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
、
欧
米
思
想
に
た
い
し
て
日
本
独
自
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
学
祖
の
根
本
的
な
立
場
が
示
さ
れ
て
い
る
と
見
ら

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
着
手
さ
れ
た
『
外
道
哲
学
』
を
完
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
学
祖
が
参
照
し
た
漢
籍
は
彪
大
な
数
に
の

ぼ
っ
て
い
る
。
学
祖
自
身
、
こ
の
点
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
ト
ヅ

　
「
外
道
哲
学
参
考
書
は
我
邦
伝
来
の
仏
籍
二
本
キ
、
雑
書
写
本
ノ
類
二
至
ル
迄
筍
モ
参
考
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
蓋
ク
之
ヲ
取
リ
多
ク
本

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ト
　
　
　
　
ロ
ざ

文
ヲ
引
用
シ
テ
考
証
二
力
メ
タ
リ
。
」

と
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
語
に
関
し
て
は
、
中
国
・
日
本
で
正
し
く
理
解
さ
れ
な
い
ま

ま
で
伝
え
ら
れ
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
地
理
・
歴
史
・
社
会
等
の
理
解

に
つ
い
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研
究
書
を
参
照
せ
ず
、
む
し
ろ
「
仏
書
ニ
ョ
リ
テ
印
度
社
会
ノ
事
情
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
ヤ
否
ヲ
示

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

サ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
」
と
い
う
意
図
が
示
さ
れ
て
い
る
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
学
祖
が
も
ち
い
た
文
献
は
「
外
道
哲
学
参
考
引
用
書
目
」
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
合
計
六
五
一
種
、
七
九
＝
二
巻
に

の
ぼ
る
。
『
法
華
経
』
『
梵
綱
経
』
『
大
智
度
論
』
『
中
論
』
『
樗
伽
経
』
『
大
日
経
』
な
ど
の
イ
ン
ド
成
立
の
諸
経
典
、
『
法
華
玄
義
』

『
法
華
文
句
』
『
中
論
疏
』
な
ど
の
註
釈
類
、
『
八
宗
綱
要
』
『
十
住
心
論
』
『
正
法
眼
蔵
』
な
ど
の
日
本
成
立
の
仏
典
、
ま
た
仏
書
以

外
の
『
六
物
図
』
『
日
本
書
紀
』
『
出
定
後
語
』
『
出
定
笑
語
』
な
ど
、
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。
学
祖
は
イ
ン
ド
哲
学
プ
ロ
パ

ー
の
文
献
で
は
数
論
（
゜
力
ぎ
汗
耳
巴
と
勝
論
（
〉
巴
留
三
訂
）
に
つ
い
て
は
「
仏
書
中
二
本
書
ヲ
伝
へ
、
古
来
講
究
シ
タ
リ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

ヲ
以
テ
、
之
ヲ
他
論
二
比
ス
レ
バ
梢
詳
細
ヲ
知
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
」
と
し
て
『
金
七
十
論
』
と
『
十
句
義
論
』
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
れ
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に
つ
い
て
の
漢
籍
と
し
て
の
註
釈
を
左
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

　
H
『
金
七
十
論
畠
の
註
釈

　
『
金
七
十
論
解
』
二
巻
（
宗
朗
）

　
『
金
七
十
論
備
考
』
三
巻
（
暁
応
）

　
『
金
七
十
論
備
考
会
本
』
三
巻
（
実
全
）

　
『
金
七
十
論
疏
』
三
巻
（
智
憧
）

　
『
金
七
十
論
校
註
』
三
巻
（
玄
珠
）

　
O
『
勝
宗
十
句
義
論
』
の
註
釈

　
『
勝
宗
十
句
義
論
釈
』
二
巻
（
基
弁
）

　
『
勝
宗
十
句
義
論
訳
択
記
』
五
巻
（
林
常
）

　
「
勝
宗
十
句
義
論
傍
観
録
』
一
巻
（
光
厳
）

　
『
勝
宗
十
句
義
論
試
記
』
二
巻
（
厳
蔵
）

　
『
勝
宗
十
句
義
論
科
註
』
一
巻
（
一
観
）

　
『
勝
宗
十
句
義
論
冠
註
』
一
巻
（
公
潭
）

　
『
勝
宗
十
句
義
論
聞
記
』
一
巻
（
宝
雲
）

　
『
勝
宗
十
句
義
論
科
註
増
補
』
　
巻
（
存
海
）

　
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ン
ク
ヤ
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
漢
文
資
料
を
例
に
と
っ
て
見
れ
ば
、

あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

学
祖
の
用
い
た
文
献
が
全
く
網
羅
的
で
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古
代
イ
ン
ド
の
諸
哲
学
・
宗
教
を
は
じ
め
に
す
る
文
化
の
研
究
を
行
な
お
う
と
す
る
場
合
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
が
第

一
次
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
や
漢
訳
仏
典
中
に
引
用
、
あ
る
い
は
論
及
さ
れ
た
資
料
も
、
重
要
な

資
料
的
価
値
を
も
っ
て
い
る
。
漢
文
文
献
の
中
か
ら
、
古
代
イ
ン
ド
の
哲
学
、
宗
教
、
歴
史
、
地
理
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
る
資
料
を

集
大
成
し
た
学
祖
の
著
作
は
他
に
類
を
見
な
い
も
の
で
あ
り
、
真
の
意
味
で
ユ
ニ
ー
ク
な
業
績
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
．
、

三
、
円
了
の
学
問
（
思
想
）
体
系
と
イ
ン
ド
哲
学

井ヒ円了フ）イント哲学捌究

　
学
祖
の
仏
教
系
統
論
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
ば
で
そ
の
骨
子
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
余
ガ
仏
教
系
統
論
ノ
大
綱
ハ
、
客
観
・
唯
物
ノ
浅
見
ヲ
起
点
ト
シ
、
漸
ク
進
ミ
テ
理
想
・
唯
心
ノ
深
理
二
体
達
セ
ル
順
次
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
　

　
開
説
ス
ル
ニ
外
ナ
ラ
ズ
」

　
学
祖
に
よ
れ
ば
、
仏
教
を
除
く
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
は
客
観
論
・
唯
物
論
・
有
神
論
・
実
体
論
と
い
う
よ
う
に
規
定
す
る
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
に
た
い
し
て
仏
教
は
主
観
論
・
唯
心
論
・
無
神
論
・
理
想
論
で
あ
る
と
さ
れ
仏
教
を
含
め
た
「
印
度
哲
学
」
全
体
が
つ
ぎ

の
よ
う
に
系
統
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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@
　
」
客
観
弘
柵
（
外
道
哲
学
）

印
度
哲
学

　　

@
　
｛
藷
珊
（
仏
教
哲
学
）

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@｛
ｻ
竃
　
鷲
⊇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
の
…
）

さ
ら
に
こ
れ
を
日
本
仏
教
に
当
て
は
め
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
門
（
倶
舎
宗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
有
宗
（
小
乗
）

日
本
仏
教

理
論
宗

空
宗
（
権
大
乗
）

中
宗
（
実
大
乗
）

実
際
三
鷲

　
　
　
智
宗

（
禅
宗
）

（
浄
土
真
宗
）

（
日
蓮
宗
∀

｛
空
門
（
肇
宗
）

一
有
門
（
法
相
宗
）

〉
空
門
（
三
論
宗
）

天
台
宗｝
華
厳
宗

真
言
宗

（
権
大
乗
）

（
実
大
乗
）
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同
様
に
し
て
、
仏
教
哲
学
の
「
初
門
」
と
さ
れ
る
イ
ン
ド
哲
学
に
つ
い
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
2
3
）

テ
ゴ
リ
ー
に
よ
っ
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
系
統
づ
け
ら
れ
る
。

　　外
　　道
　　哲
　　学

一一

右
に
見
て
来
た
主
観
論
、
客
観
論
と
い
う
二
大
力

∴
　
⊇
騨
鰻
　
熱
暇

堂
観
論
顯
⊇
曇
魂
ぎ
四
籠
諭
④
数
論
）

⑤
極
微
論
）

　
学
祖
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
系
統
は
年
代
順
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
思
想
ノ
深
浅
二
従
ツ
テ
列
挙
セ
ル
ノ
ミ
」
で
あ
っ
て
、

そ
こ
で
い
う
「
思
想
の
深
浅
」
と
い
う
こ
と
は
、
客
観
論
よ
り
主
観
論
へ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
学
祖
の
体
系
に
お
い
て
は
、
外
道

哲
学
の
客
観
論
か
ら
、
実
大
乗
の
理
想
論
を
も
っ
て
最
終
・
最
上
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
『
外
道
哲
学
』
に
お
け
る
用
法
か
ら
す

れ
ば
、
客
観
論
と
は
、
人
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
、
人
生
の
目
的
と
し
て
の
安
心
立
命
と
は
な
に
か
を
求
め
る
こ
と
よ
り
も
、
世

界
の
根
源
は
何
か
と
か
、
世
界
は
何
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
を
考
察
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
一
般
に
イ
ン
ド
の
諸
哲
学
派
は
す
べ
て
最
終
目
的
を
解
脱
と
い
う
宗
教
的
な
境
地
に
置
く
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
が
、
他
方
、
客
観

的
世
界
の
観
察
に
力
を
そ
そ
い
で
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
学
祖
は
、
こ
の
客
観
論
の
な
か
に
唯
物
論
・
実
体
論
と
と
も
に
有

神
論
を
入
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
神
と
い
う
存
在
に
よ
っ
て
世
界
の
成
立
を
説
明
す
る
立
場
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
あ
る
実
体

的
な
も
の
か
ら
万
物
が
生
み
出
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
水
と
か
火
と
か
説
く
立
場
と
異
な
ら
な
い
と
見
た
の
で
あ
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る
、
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
の
な
か
で
、
主
観
論
の
な
か
に
は
尼
健
陀
若
提
子
、
す
な
わ
ち
Z
品
①
葺
庁
知
　
Z
◎
冨
O
巨
9
（
Z
一
「
鴨
①
葺
冨

富
巳
℃
已
け
日
）
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
の
三
派
を
配
当
し
、
つ
ぎ
に
仏
教
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
、
仏
教
徒
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
学
派
に
属
す
る
人
々
は
浬
葉
を
も
と
め
よ
う
と
す
る
点
に
お
い
て
、
欲
望
・
物

質
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
も
の
た
ち
よ
り
も
高
い
位
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
学
祖
の
い
う
主
観
論
は
、
い
い
か
え
れ
ば
宗
教
を
求
め
る
立
場
を
あ
ら
わ
す
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、

こ
の
主
観
論
の
代
表
と
し
て
の
仏
教
に
つ
い
て
も
、
有
に
と
ら
わ
れ
る
立
場
（
小
乗
）
の
上
に
空
を
説
く
立
場
（
権
大
乗
）
が
置
か

れ
、
そ
れ
ら
有
と
空
を
超
え
た
立
場
（
中
宗
・
実
大
乗
）
が
最
後
に
置
か
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
系
統
づ
け
は
、
す
で
に
イ
ン
ド
の
大

乗
論
書
で
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
学
祖
の
考
え
方
が
独
断
で
は
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
『
究
寛
一
乗

宝
性
論
』
勇
①
日
①
ぴ
q
（
）
言
①
・
≦
ひ
富
ひ
q
o
∋
沙
冨
嵩
o
甲
⊆
口
①
日
訂
己
「
午
織
゜
・
耳
①
∋
o
エ
、
げ
ぺ
団
゜
寓
］
o
ぎ
゜
。
9
p
勺
巴
日
一
口
m
O
署
゜
N
べ
ふ
⑩
）

に
お
い
て
は
、
衆
生
界
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
。
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衆
生
界
・

宕
を
求
め
・
衆
生
西
㌶
纂
鷲
た
も
の
｝
邪
定
衆
生

口
有
を
離
れ
る
こ
と

　
　
を
求
め
る
も
の

（
無
を
求
め
る
も
の
）

②
有
方
便
の
⊥
竃

日
有
も
無
も
求
め
な
い
も
の

ー
菩
薩

不
定
衆
生

正
定
衆
生

　
『
宝
性
論
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
思
想
の
深
浅
ニ
ヨ
ル
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
よ
り

正
確
に
は
人
間
の
道
を
も
と
め
る
姿
勢
の
有
無
、
道
を
も
と
め
る
心
の
強
弱
に
よ
る
人
間
観
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
学
祖

の
こ
の
よ
う
な
主
観
論
・
客
観
論
と
い
う
二
大
原
理
に
よ
る
系
統
づ
け
、
あ
る
い
は
体
系
化
は
、
大
乗
仏
教
の
基
本
的
な
人
間
観

　
　
迷
い
か
ら
悟
り
へ
の
す
じ
み
ち
（
コ
①
く
①
）
に
あ
る
も
の
と
し
て
人
間
を
と
ら
え
る
立
場
　
　
に
も
と
つ
く
も
の
と
言
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
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四
、
円
了
の
イ
ン
ド
論
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学
祖
は
『
外
道
哲
学
』
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
の
歴
史
・
地
理
・
文
化
な
ど
、
イ
ン
ド
一
般
論
を
述
べ
た
あ
と
、
イ
ン
ド
哲
学
総
論

を
置
き
、
さ
ら
に
各
論
に
及
ぶ
と
い
う
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
じ
め
に
学
祖
の
漢
文
資
料
の
み
に
も
と
つ
く
イ
ン

ド
論
の
う
ち
で
、
注
目
さ
れ
る
点
を
若
干
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
日
イ
ン
ド
の
名
称
・
地
理
・
歴
史
に
つ
い
て

　
学
祖
は
イ
ン
ド
論
を
始
め
る
に
当
っ
て
、
ま
ず
印
度
と
い
う
国
名
の
解
説
か
ら
始
め
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
古
来
、
身
毒
・
申
毒
・

賢
豆
・
天
豆
・
天
定
・
真
定
と
い
わ
れ
、
も
と
も
と
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
巳
D
日
合
已
と
い
っ
た
の
を
音
訳
し
た
語
で
あ
る
。
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
と
の
o
り
ぎ
巳
古
已
は
元
来
、
河
、
な
か
で
も
イ
ン
ダ
ス
河
↓
そ
の
流
域
の
シ
ン
ド
地
方
↓
シ
ン
ド
地
方
の
住
民
↓
イ
ン
ド
人

の
意
味
と
な
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ω
日
匹
巨
の
ペ
ル
シ
ャ
語
形
が
コ
日
巳
已
で
、
ギ
リ
シ
ア
語
で
は
甘
匹
o
ψ
言
晋
白
・
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

っ
て
い
た
も
の
が
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
イ
ン
ド
と
い
う
こ
と
ば
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
学
祖
は
、
右
の
よ
う
な
イ
ン
ド
の
名
称
と
は
別
に
、
月
氏
、
月
明
、
月
邦
、
聖
方
、
大
夏
、
婆
羅
門
国
の
名
を
あ
げ
、

『
西
域
記
』
な
ど
の
文
を
引
い
て
こ
れ
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
印
度
は
付
月
名
、
あ
る
い
は
月
明
の
義
、
口
因
陀
羅

へ一

R
ム
日
）
す
な
わ
ち
帝
釈
天
の
名
称
よ
り
起
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
よ
う
に
言
う
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
学
祖
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

れ
ら
の
説
を
批
判
し
て
「
附
会
ノ
説
タ
ル
ヲ
免
レ
難
シ
」
と
い
い
、
月
氏
と
イ
ン
ド
と
の
混
同
に
も
注
意
し
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
、
イ
ン
ド
の
地
理
に
つ
い
て
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
『
印
度
蔵
志
』
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
古
代
イ
ン
ド

の
地
理
を
再
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
『
仁
王
経
』
『
榜
厳
経
』
な
ど
の
経
典
の
な
か
に
地
理
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
の
を
引
用
す
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る
と
と
も
に
、
『
法
顕
伝
』
『
西
域
伝
』
『
慈
恩
伝
』
等
を
あ
げ
、
な
か
で
も
「
就
中
、
西
域
記
ハ
仏
書
中
印
度
ノ
地
理
ヲ
知
ル
ニ
之

　
　
　
　
　
　
　
〔
2
6
｝

二
過
ギ
タ
ル
モ
ノ
ナ
シ
」
と
い
い
、
さ
ら
に
『
東
洋
哲
学
雑
志
』
の
な
か
に
井
上
哲
次
郎
が
あ
げ
て
い
る
「
支
那
撰
述
ノ
印
度
地
理

　
　
一
2
7
〕

志
ノ
種
目
」
と
し
て
次
の
著
作
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
『
惰
西
域
図
』
三
巻
（
斐
矩
）
、
　
『
惰
西
域
志
』
三
巻
（
同
）
、
　
『
西
域
道
理
記
』
二
巻
（
同
）
、
　
『
西
域
玄
志
』
一
巻
（
彦
踪
）
、

　
『
中
天
竺
行
記
』
十
巻
（
王
玄
策
）
、
　
『
西
域
道
里
記
』
三
巻
（
程
士
章
）
、
　
『
西
域
記
』
七
巻
（
章
弘
機
）
、
　
『
唐
西
域
図
志
』

　
四
十
巻
（
勅
撰
）
、
　
『
西
域
志
』
六
十
巻
（
同
）
、
　
『
西
域
志
』
（
道
安
）
、
　
『
西
使
記
』
一
巻
（
劉
郁
）
、
　
『
使
西
域
記
』
（
陳
誠
）

　
漢
訳
の
仏
典
、
中
国
人
の
イ
ン
ド
の
地
理
誌
に
関
す
る
著
作
を
資
料
と
し
た
学
祖
の
研
究
は
、
現
在
で
も
見
落
さ
れ
が
ち
な
分
野

で
あ
り
、
お
そ
ら
ノ
＼
イ
ン
ド
の
古
代
地
理
誌
研
究
の
古
典
と
い
わ
れ
る

　
≧
o
×
①
a
①
「
ひ
旨
已
コ
讐
巴
昌
一
↓
ゴ
Φ
≧
］
ミ
o
耳
○
①
o
聯
q
蚕
O
ゴ
ペ
o
｛
甘
合
ぶ
い
o
昆
o
豆
一
。
。
⑩
ω
゜

に
匹
敵
す
る
部
分
を
も
つ
も
の
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
カ
ン
ニ
ン
ガ
ム
の
著
は
、
主
と
し
て
イ
ン
ド
文
献
（
パ

ー
リ
大
蔵
経
を
は
じ
め
と
す
る
諸
文
献
）
に
依
り
、
高
楠
博
士
訳
の
『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
な
ど
の
中
国
成
立
の
文
献
の
英
訳
、
ギ

リ
シ
ア
の
歴
史
家
の
記
録
、
お
よ
び
一
八
〇
〇
年
代
の
後
半
ま
で
に
出
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
研
究
書
に
も
と
つ
い
て
お
り
、
漢

訳
資
料
の
大
部
分
を
見
て
い
な
い
。
学
祖
の
方
法
は
、
こ
の
欠
点
を
補
う
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
当
時
と
し
て
は
注
目
さ
れ
る
べ
き

研
究
方
法
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
古
代
イ
ン
ド
の
地
誌
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
パ
ー
リ
の
イ
ン
ド
資

料
、
チ
ベ
ッ
ト
資
料
、
ラ
ダ
ッ
ク
や
ネ
パ
ー
ル
の
資
料
、
中
央
ア
ジ
ア
関
係
資
料
と
と
も
に
、
学
祖
の
注
目
し
た
中
国
関
係
の
資
料

が
総
合
的
に
検
討
さ
れ
て
、
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
を
待
つ
部
分
も
多
い
。
そ
の
意
味
で
、
学
祖

の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
に
は
耳
を
傾
け
る
べ
き
と
こ
ろ
が
少
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
歴
史
に
つ
い
て
は
、
学
祖
の
次
の
こ
と
ば
を
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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「
我
邦
ノ
仏
教
家
ハ
一
般
二
歴
史
ノ
知
識
二
暗
ク
、
且
ツ
其
捜
索
二
意
ヲ
用
ヒ
ズ
。
是
レ
蓋
シ
仏
書
二
依
リ
テ
印
度
ノ
歴
史
ヲ
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
ル
事
ノ
最
モ
難
キ
ニ
起
因
ス
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
、
若
シ
諸
経
論
中
二
散
見
セ
ル
事
実
ヲ
比
較
対
照
シ
来
ラ
バ
、
必
ズ
シ
モ
外
道
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
8
）

　
派
ノ
年
代
ノ
前
後
ヲ
指
定
ス
ル
ヲ
得
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
」

　
⇔
　
東
西
論
理
学
の
比
較
研
究

　
仏
教
論
理
学
、
す
な
わ
ち
因
明
（
古
Φ
后
・
己
身
巴
は
、
一
般
的
に
見
て
日
本
仏
教
の
伝
統
で
は
、
他
の
仏
教
教
理
に
比
し
て
そ
れ

ほ
ど
盛
ん
に
考
究
さ
れ
た
の
で
は
な
い
が
、
学
祖
は
「
因
明
論
」
と
い
う
章
を
設
け
て
、
イ
ン
ド
以
来
の
因
明
を
概
説
し
て
い
る
。

ま
ず
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
因
明
の
起
源
を
あ
げ
、
つ
い
で
五
支
作
用
か
ら
三
支
作
用
に
い
た
る
、
い
わ
ゆ
る
古
因
明
か
ら
新
因
明
へ

の
発
展
に
ふ
れ
た
上
で
陳
那
の
因
明
に
言
及
し
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
そ
の
後
に
説
か
れ
る
「
東
西
論
理
ノ
異
同
」
で
あ

る
。　

学
祖
が
日
本
古
来
の
仏
教
の
伝
統
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
学
問
研
究
の
光
を
当
て
、
そ
こ
か
ら
古
今
に
通
じ
る
も
の
を
引
き
出
そ
う

と
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
、
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
東
西
思
想
を
比
較
し
て
異
な
る
点
を
明
確
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
東
洋
の
思
想
的
特
色
を
浮
き
出
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
相
違
点
を
無
視
し
て
無
原
則
的
に
東
西
の
一

致
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
「
東
西
論
理
の
異
同
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
学
祖
の
姿
勢
が
端
的
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
学
祖
は
、
ま
ず
、
イ
ン
ド
の
因
明
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ロ
ジ
ッ
ク
（
［
o
σ
q
亘
に
当
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
し
、

　
「
西
洋
ノ
う
じ
っ
く
ハ
演
繹
・
帰
納
ノ
両
法
ア
リ
テ
、
演
繹
法
ハ
希
臓
ノ
大
賢
あ
り
す
と
ー
と
る
氏
ノ
組
織
セ
ル
例
ニ
シ
テ
、
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
〕

　
度
ノ
因
明
ト
其
形
式
ヲ
同
ウ
ス
ル
コ
ト
ハ
、
筍
モ
其
一
端
ヲ
窺
フ
モ
ノ
ノ
皆
知
ル
所
ナ
リ
。
」

と
述
べ
て
、
そ
の
起
源
が
同
一
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
諸
説
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
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ス
が
イ
ン
ド
に
遠
征
し
て
ギ
リ
シ
ャ
に
伝
え
た
と
の
説
で
あ
り
、
他
は
人
間
の
考
え
方
は
東
西
に
分
れ
て
い
て
も
同
一
の
帰
結
を
示

す
と
い
う
説
で
あ
る
。
学
祖
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

　
「
余
ハ
あ
り
す
と
ー
と
る
ノ
論
理
学
ハ
直
接
或
ハ
間
接
二
印
度
ノ
因
明
ヨ
リ
流
伝
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ベ
シ
ト
信
ズ
。
因
明
ハ
先
キ

　
ニ
述
べ
シ
ガ
如
ク
、
宗
・
因
・
喩
ノ
三
支
ヲ
立
テ
、
西
洋
ノ
演
繹
法
ハ
宗
因
ノ
ニ
支
ノ
ミ
ヲ
立
テ
テ
、
喩
ノ
一
支
ヲ
欠
ク
相
違
ア

　
リ
ト
錐
モ
、
新
因
明
ニ
テ
ハ
喩
体
ト
喩
依
ト
ヲ
分
ケ
、
喩
体
二
重
キ
ヲ
置
ク
以
上
ハ
、
西
洋
演
繹
法
ノ
大
提
案
・
小
提
案
・
断
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
）

　
ノ
三
命
題
ヲ
立
ツ
ル
ト
殆
ン
ド
同
一
ナ
リ
。
唯
其
異
ナ
ル
ハ
喩
依
ヲ
論
式
中
二
加
フ
ル
ト
加
ヘ
ザ
ル
ト
ニ
ア
リ
。
」

と
述
べ
、
形
式
上
の
共
通
点
を
ま
ず
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
共
通
と
考
え
ら
れ
る
点
を
あ
げ
る
に
と
ど
ま
ら
な
い
で
、

「
印
度
モ
西
洋
モ
言
語
思
想
ノ
正
邪
真
偽
ヲ
審
定
ス
ル
為
メ
ニ
此
ノ
方
式
ヲ
用
ヒ
タ
ル
ハ
明
カ
ナ
リ
ト
難
モ
、
印
度
ハ
之
ヲ
実
際
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

二
応
用
シ
、
西
洋
ハ
之
ヲ
理
論
的
二
講
究
シ
タ
ル
ノ
異
同
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
」
と
い
う
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
学
祖
に
よ
れ
ば
前
者

は
実
際
的
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
後
者
は
学
術
的
で
あ
り
、
因
明
は
論
理
法
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
ロ
ジ
ッ
ク
は
論
理
学
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
イ
ン
ド
の
因
明
は
論
証
の
学
、
証
明
の
学
で
あ
り
、
と
く
に
「
さ
と
り
」
と
い
う
こ
と
の
論
証
を
最
終
目
的
と
す
る
と
い

う
こ
と
キ
ニ
示
し
て
お
り
、
学
祖
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
論
理
学
の
客
観
性
に
た
い
し
て
、
因
明
の
「
実
際
性
」
を
指
摘
し
て
い
る
点
も
鋭
い

着
眼
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
学
祖
は
こ
れ
ら
の
共
通
点
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
認
め
た
う
え
で
、

　
「
余
、
決
シ
テ
因
明
ヲ
変
ジ
テ
う
じ
っ
く
ト
ナ
ス
ヲ
欲
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
。
又
、
う
じ
っ
く
ヲ
化
シ
テ
因
明
ト
ナ
ス
ヲ
好
ム
ニ
ア
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
一

　
ズ
、
唯
、
此
二
者
ヲ
融
合
シ
テ
一
層
完
全
ノ
新
論
理
学
ヲ
構
成
セ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
モ
ノ
ナ
リ
。
」

と
い
っ
て
、
東
西
の
論
理
学
を
融
合
し
た
新
し
い
論
理
学
の
可
能
性
を
も
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
若

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
脇
一

シ
其
詳
細
ノ
比
較
及
評
論
ノ
如
キ
ハ
世
間
既
二
其
書
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
此
二
掲
記
セ
ズ
」
と
の
み
言
っ
て
、
学
祖
自
身
の
、
い
わ
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
3

る
新
論
理
学
が
示
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
学
祖
の
他
の
著
作
の
検
討
を
要
　
　
1



す
る
で
あ
ろ
う
。

104

五
、
円
了
の
イ
ン
ド
哲
学
観

　
『
外
道
哲
学
』
に
お
い
て
は
、
第
二
編
「
総
論
」
で
イ
ン
ド
哲
学
を
総
括
し
て
、
漢
訳
仏
典
の
中
で
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
が
ど
の
よ

う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
六
師
外
道
に
つ
い
て
見
る
場
合
、
現
在
で
は
原
始

経
典
中
の
『
梵
網
経
』
（
民
「
呂
∋
ど
巴
①
。
・
耳
冨
）
に
拠
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
学
祖
は
こ
の
経
典
以
外
の
実
に
多
種
の
漢
文
資

料
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
し
て
も
学
祖
の
方
法
が
今
な
お
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
日
「
外
道
」
の
概
念
に
つ
い
て

　
「
外
道
」
の
原
語
［
斗
仔
①
ズ
①
が
「
聖
な
る
も
の
」
を
意
味
す
る
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

q
｝
㏄
言
に
は
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
異
端
（
＝
①
〔
而
二
ひ
）
の
意
味
は
ま
っ
た
く
な
い
。
原
典
に
お
い
て
は
仏
教
以
外
の
イ
ン
ド
哲

学
諸
派
を
意
味
し
て
い
た
○
詳
訂
書
が
、
中
国
に
お
い
て
「
外
道
」
と
い
う
訳
語
を
与
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
異
端
、
邪
説
を
指

す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
学
祖
は
漢
文
仏
典
の
中
か
ら
「
外
道
」
の
用
例
を
集
め
て
検
討
を
加
え
た
結
果
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
そ
の
意
味
に
二
つ
あ
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
O
而
シ
テ
之
ヲ
外
道
卜
称
ス
ル
ハ
、
仏
教
ヨ
リ
諸
派
ノ
哲
学
ヲ
呼
ビ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
猶
ホ
儒
家
二
於
テ
異
端
ノ
称
ア
ル
ガ

　
如
シ
。
口
然
ル
ニ
古
来
ノ
解
釈
二
依
ル
ニ
、
外
道
ト
ハ
他
説
他
教
ヲ
意
ト
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
、
邪
説
邪
教
ヲ
義
ト
ス
ル
モ
ノ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
如
ク
ニ
考
ヘ
リ
。
」
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す
な
わ
ち
、
学
祖
は
「
外
道
」
と
い
う
訳
語
の
用
例
と
し
て
、
仏
教
以
外
の
道
、
仏
教
以
外
の
哲
学
、
宗
教
と
い
う
場
合
と
、
仏

教
で
は
な
い
邪
教
・
邪
説
と
い
う
二
つ
の
場
合
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て
『
倶
舎
玄
義
』
『
三
論

玄
義
』
な
ど
の
文
を
引
き
、

　
「
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
仏
教
ハ
独
リ
自
家
ノ
説
ヲ
正
見
ト
立
ツ
ル
ヲ
以
テ
、
他
家
ノ
説
ヲ
邪
見
ト
ナ
ス
ハ
固
ヨ
リ
勢
ノ
免
レ
ザ
ル
所

　
　
（
3
5
｝

　
ナ
リ
。
」

と
述
べ
て
い
る
。
学
祖
は
、
　
「
外
の
教
え
」
が
「
異
端
・
邪
説
」
と
な
っ
た
の
は
思
想
史
上
、
止
む
を
得
な
い
こ
と
だ
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
学
祖
自
身
は
こ
の
よ
う
な
外
道
ー
邪
説
と
い
う
立
場
に
立
つ
わ
け
で
は
な
く
、
『
末
法
灯
明
記
箋
述
』
の
コ
ハ
外
之

道
、
ニ
ハ
外
二
於
道
一
」
と
い
う
文
を
引
き
、

　
「
仏
教
ノ
所
謂
外
道
ハ
、
昔
時
印
度
二
存
セ
シ
哲
学
諸
派
ヲ
総
称
シ
タ
ル
名
目
ナ
ル
コ
ト
明
ラ
カ
ナ
リ
ト
錐
モ
、
或
ハ
支
那
ノ
儒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
3
6
）

　
道
二
教
ノ
如
キ
、
或
ハ
西
洋
ノ
耶
蘇
教
ノ
如
キ
、
是
亦
一
種
ノ
外
道
タ
ル
ヤ
言
ヲ
挨
タ
ズ
。
」

と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
外
之
道
」
の
う
ち
で
、
こ
こ
で
は
仏
教
の
初
門
た
る
イ
ン
ド
の
哲
学
を
扱
っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
学
祖

の
主
張
で
あ
る
。

　
口
六
派
哲
学
観
に
つ
い
て

　
学
祖
が
印
度
哲
学
と
い
う
場
合
、
必
ず
し
も
体
系
化
さ
れ
た
六
派
哲
学
だ
け
を
指
す
わ
け
で
は
な
い
が
、
思
想
的
に
見
た
場
合
、

何
と
い
っ
て
も
こ
れ
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
学
祖
は
、
吠
世
史
迦
（
〉
巴
⑦
6
三
蚕
）
学
派
、
僧
怯
（
O
o
蝕
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
5

江
養
）
学
派
、
尼
耶
也
（
Z
ぎ
養
）
学
派
、
楡
伽
（
く
○
ひ
q
餌
）
学
派
、
彌
曼
差
（
ζ
早
∋
O
ぶ
。
。
鋤
）
学
派
、
吠
檀
多
（
＜
o
合
葺
巴
　
　
－



学
派
の
六
派
が
、
い
ず
れ
も
ヴ
ェ
ー
ダ
・
ウ
バ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
の
伝
統
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
に
、

　
「
吠
世
史
迦
・
僧
住
・
吠
檀
多
ノ
三
学
派
ハ
、
理
論
ノ
最
モ
発
達
分
化
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
尼
耶
也
学
派
ハ
所
謂
因
明
学
派
ニ
シ

　
テ
、
論
理
ノ
方
則
ヲ
論
定
ス
ル
ニ
過
ギ
ズ
。
楡
伽
学
派
ハ
秘
密
教
ニ
シ
テ
、
神
怪
二
属
ス
ル
コ
ト
多
ケ
レ
バ
、
是
レ
又
哲
学
ノ
価

　
値
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
勘
シ
。
彌
曼
差
二
至
リ
テ
ハ
、
其
目
的
ハ
毘
陀
神
典
ノ
儀
式
二
関
ス
ル
コ
ト
ヲ
説
明
ス
ル
ニ
ア
レ
バ
、
之
二
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
巴

　
学
ノ
名
称
ヲ
附
ス
ル
コ
ト
ス
ラ
猶
ホ
不
当
ナ
ル
ヲ
覚
ユ
。
」

と
述
べ
て
、
真
に
哲
学
に
価
す
る
の
は
六
派
の
う
ち
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
の
三
学
派
で
あ

る
と
見
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ガ
学
派
を
「
神
怪
に
属
す
る
こ
と
が
多
い
」
と
す
る
点
は
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
が
、

こ
れ
ら
三
派
を
イ
ン
ド
哲
学
中
の
最
上
と
す
る
学
祖
の
態
度
は
、
『
外
道
哲
学
』
と
い
う
著
書
を
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
と
く
に
サ
ー
ン
ク
ヤ
の
開
祖
と
い
わ
れ
る
カ
ピ
ラ
を
「
六
賢
人
」
の
一
人
と
し
て
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
見
え
て
い
る
。

　
一
般
に
仏
陀
時
代
の
思
想
界
の
諸
説
を
六
師
外
道
の
説
で
あ
る
と
か
、
六
十
二
見
と
か
い
う
が
、
学
祖
は
二
種
（
『
華
厳
経
疏
』

「
大
日
経
疏
』
）
、
三
種
（
『
摩
詞
止
観
』
）
、
四
種
（
『
外
道
小
乗
四
宗
論
』
）
、
六
種
（
あ
る
い
は
六
師
）
（
『
浬
磐
経
』
『
維
摩
経
』
）
、

十
師
或
は
十
仙
二
飾
宗
記
』
、
「
浬
繋
経
』
）
、
十
一
種
、
或
は
十
三
種
二
華
厳
疏
紗
』
、
「
唯
識
論
』
）
、
二
十
種
二
外
道
小
乗
浬

築
論
』
）
、
三
十
種
二
大
日
経
住
心
品
』
）
、
九
十
五
種
或
は
九
十
六
種
（
『
華
厳
経
』
、
『
浬
藥
経
』
、
『
智
度
論
』
）
、
九
万
三
千
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
3
8
）

二
釈
摩
詞
術
論
』
）
の
諸
説
を
あ
げ
、
「
此
ノ
如
キ
諸
派
ノ
中
、
数
論
・
勝
論
ノ
ニ
種
ヲ
以
テ
、
外
道
ノ
泰
斗
ト
ナ
ス
」
と
説
い
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
学
祖
は
六
派
哲
学
中
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
ド
哲
学
・
宗
教
の
な
か
で
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
と
ヴ

ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
二
派
を
最
高
位
に
置
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
日
特
に
勝
論
と
数
論
に
つ
い
て

　
ヴ
ァ
イ
シ
．
一
ー
シ
カ
と
サ
ー
ン
ク
ヤ
に
つ
い
て
は
「
四
大
学
派
中
ノ
最
タ
ル
勝
論
及
数
論
」
と
い
う
よ
う
に
、
学
祖
は
そ
れ
ら
の
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学
派
自
身
の
原
典
の
漢
訳
と
そ
の
註
疏
を
用
い
て
そ
の
思
想
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
『
勝
宗
十
句
義
論
』
と
そ
の
註
疏
、
す

な
わ
ち
、
一
観
の
『
勝
宗
十
句
義
論
科
註
』
、
基
弁
の
『
勝
宗
十
句
義
論
釈
』
、
厳
蔵
の
『
勝
宗
十
句
義
論
試
記
』
、
林
常
の
『
勝
宗

十
句
義
論
訳
釈
一
、
光
厳
の
『
勝
宗
十
句
義
論
傍
観
録
』
、
宝
雲
の
『
勝
宗
十
句
義
論
聞
記
』
、
公
謹
の
『
冠
註
勝
宗
十
句
義
論
』
、
存

教
の
『
冠
導
勝
宗
十
句
義
論
』
に
主
と
し
て
拠
り
、
他
の
諸
経
論
の
所
説
を
参
照
に
す
る
態
度
は
、
他
の
諸
派
を
論
ず
る
と
き
の
そ

れ
と
は
異
な
る
も
の
を
示
し
て
い
る
。

　
学
祖
は
こ
れ
ら
諸
論
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
の
大
意
を
述
べ
た
の
ち
に
、
こ
の
派
が
ま
ず
多
元
論
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も

九
つ
の
実
体
の
な
か
で
地
・
水
な
ど
は
客
観
で
あ
り
、
我
・
意
は
主
観
で
あ
る
か
ら
物
心
二
元
論
と
い
っ
て
も
よ
い
と
述
べ
、
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⌒
3
9
）

他
方
、
こ
れ
ら
の
原
理
の
客
観
面
の
重
視
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
二
元
論
的
多
元
論
、
ま
た
は
唯
物
論
的
二
元
論
と
も
名
づ
け
、
仏

教
と
比
較
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
若
シ
仏
教
ヨ
リ
之
ヲ
視
レ
バ
、
其
論
全
ク
実
有
論
、
或
ハ
実
我
論
ナ
リ
。
何
者
九
実
ノ
実
在
ヲ
説
キ
、
我
ヲ
以
テ
和
合
因
縁
卜

　
立
ツ
ル
ニ
由
ル
。
故
二
仏
教
ハ
之
二
反
シ
テ
無
我
論
且
ツ
無
常
論
ヲ
唱
フ
ル
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
、
若
シ
之
ヲ
小
乗
二
比
ス
レ
バ
其

　
有
部
宗
ノ
所
見
ト
甚
ダ
相
似
タ
ル
所
ア
ル
ヲ
見
ル
。
故
二
之
ヲ
外
道
中
ノ
仏
教
ト
称
シ
テ
可
ナ
ラ
ン
。
小
乗
ハ
仏
教
中
ノ
実
有
論

　
ナ
リ
。
客
観
論
ナ
リ
。
勝
論
ハ
外
道
中
ノ
主
観
論
或
ハ
複
元
論
ト
称
ス
ル
モ
、
之
ヲ
仏
教
二
比
ス
レ
バ
客
観
論
ナ
リ
。
唯
、
仏
教

　
ハ
世
界
観
ノ
上
二
万
有
ノ
無
常
ヲ
説
キ
、
人
間
観
ノ
上
二
諸
法
ノ
無
我
ヲ
説
ク
モ
、
勝
論
ハ
実
我
論
ナ
リ
。
是
レ
仏
教
ヨ
リ
之
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ョ
ゆ
　

　
外
道
ノ
称
ヲ
与
フ
ル
所
以
ナ
リ
。
一

　
こ
こ
に
「
小
乗
仏
教
中
ノ
実
在
論
」
と
い
う
の
は
、
厳
密
に
は
説
一
切
有
部
（
ω
自
く
器
広
く
a
日
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
有

部
と
ウ
ァ
イ
シ
エ
ー
シ
カ
が
世
界
の
構
成
要
素
の
分
析
と
い
う
点
で
は
共
通
の
地
盤
を
も
ち
な
が
ら
も
、
有
部
が
無
常
・
無
我
を
説

く
点
で
正
に
仏
教
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
学
祖
は
さ
ら
に
勝
論
の
解
説
を
終
る
に
あ
た
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
と

107



の
比
定
を
行
な
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
「
其
論
西
洋
近
世
ノ
ら
い
ぶ
に
っ
つ
氏
・
へ
る
ば
る
と
氏
等
の
元
子
論
に
比
ス
ル
ニ
ア
ラ
ズ
ト
錐
モ
、
希
騰
哲
学
ノ
た
ー
れ
す
氏

　
・
あ
な
き
さ
ご
ら
す
氏
・
で
も
く
り
た
す
氏
等
ノ
諸
論
二
比
ス
レ
バ
、
其
右
二
出
ヅ
ル
ト
謂
フ
モ
、
敢
テ
其
当
ヲ
失
セ
ズ
ト

　
へ
れ
　

　
信
ズ
。
」

と
い
う
評
価
を
与
え
て
い
る
。

　
こ
の
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
よ
り
も
、
学
祖
が
さ
ら
に
評
価
を
与
え
て
い
る
の
が
数
論
サ
ー
ン
ク
ヤ
で
あ
る
。
と
く
に
六
賢
人
の
一

人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
カ
ピ
ラ
（
×
e
＝
①
）
に
つ
い
て
は
多
く
の
例
を
あ
げ
、
か
れ
が
サ
ー
ン
ク
ヤ
の
哲
学
体
系
を
つ
く
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
、

　
「
既
二
此
四
徳
（
註
、
法
・
智
・
離
欲
・
自
在
）
ヲ
具
シ
テ
遍
ク
世
間
ヲ
観
察
ス
ル
ニ
、
人
ノ
盲
闇
中
二
沈
没
ス
ル
ヲ
見
テ
大
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

　
心
ヲ
起
シ
、
婆
羅
門
姓
阿
修
利
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
得
テ
、
之
ガ
為
メ
ニ
ニ
十
五
諦
ノ
法
ヲ
説
ク
。
」

と
述
べ
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
学
説
そ
の
も
の
が
人
々
の
救
済
の
た
め
に
説
か
れ
た
と
い
う
点
を
ま
ず
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
サ
ー
ン
ク
ヤ

の
場
合
も
、
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
と
同
様
に
、
こ
の
派
の
原
典
の
漢
訳
『
全
七
十
論
』
を
中
心
に
、
そ
の
註
釈
書
類
『
金
七
十
論

解
』
（
宗
朗
）
『
金
七
十
論
備
考
』
（
暁
応
）
、
『
金
七
十
論
備
考
会
本
』
（
実
全
）
、
『
金
七
十
論
疏
』
（
智
憧
）
、
『
金
七
十
論
校
註
』
（
玄

珠
）
を
も
ち
い
て
、
二
十
五
原
理
の
展
開
を
中
心
と
す
る
哲
学
説
、
三
苦
を
滅
し
て
絶
対
的
自
由
の
境
地
に
い
た
る
宗
教
面
を
概
説

す
る
。
学
祖
は
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
の
哲
学
体
系
を
「
物
心
二
元
論
」
で
あ
る
と
規
定
し
、
自
性
（
℃
日
ざ
、
三
と
神
我
（
℃
二
三
6
）

の
二
元
を
立
て
る
が
、
自
性
は
元
来
無
知
覚
の
も
の
で
あ
る
か
ら
物
質
の
本
原
実
体
と
い
う
面
も
あ
り
、
し
か
も
そ
の
中
に
万
物
展

開
の
力
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
本
質
に
比
べ
る
よ
り
は
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
意
志
に
当
る
と
す
る
方
が
よ

い
と
い
う
理
解
の
し
か
た
を
示
し
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
ヴ
↓
，
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
派
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
派
、
仏
教
を
比
べ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
を
下
し
て
い
る
。

　
「
勝
論
ハ
万
有
ヲ
分
析
シ
テ
多
元
ヲ
立
テ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
レ
ド
モ
、
数
論
ハ
更
二
其
ノ
多
元
ヲ
自
性
ノ
開
発
二
帰
シ
テ
一
元
二
減
ズ

　
ル
ニ
至
レ
リ
。
換
言
ス
レ
バ
、
前
者
ハ
横
二
万
有
ノ
存
立
ヲ
論
ズ
。
即
チ
仏
教
ノ
所
謂
実
有
論
ナ
リ
。
後
者
ハ
竪
二
開
発
上
万
有

　
ノ
生
起
ヲ
論
ズ
。
即
チ
所
謂
縁
起
論
ナ
リ
。
故
二
勝
論
一
変
ス
レ
バ
小
乗
ノ
倶
舎
哲
学
ヲ
見
ル
ベ
ク
、
数
論
一
変
ス
レ
バ
大
乗
ノ

　
起
信
哲
学
ヲ
見
ル
ベ
シ
。
故
二
倶
舎
論
要
解
二
、
『
数
論
ノ
所
説
ハ
、
所
謂
大
乗
終
教
ノ
所
説
ト
甚
ダ
似
ル
。
』
（
原
漢
文
∀
ト
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
　

　
リ
。
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
数
論
・
勝
論
ハ
九
十
余
種
ノ
外
道
中
ノ
上
乗
ニ
シ
テ
、
就
中
、
数
論
は
其
最
上
ト
称
シ
テ
可
ナ
リ
。
」

　
こ
の
結
論
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
学
祖
は
、
勝
論
の
多
元
論
に
た
い
し
て
数
論
の
二
元
論
的
で
あ
り
な
が
ら
自
性
　
（
買
①
古
巳

買
註
冨
奏
原
質
）
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
て
実
質
的
に
一
元
論
的
で
あ
る
点
を
評
価
し
、
二
十
五
諦
の
展
開
の
し
か
た
が
『
大
乗
起

信
論
』
の
真
如
縁
起
に
も
相
当
す
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
祖
が
「
六
賢
人
」
の
な
か
に
、
仏
教
を
除
く
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
の

中
か
ら
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
の
カ
ピ
ラ
の
み
を
入
れ
た
理
由
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
学
祖
が
カ
ピ
ラ
を
尊
ぶ
の

に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
う
↓
つ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

　
四
　
外
道
年
代
論

　
イ
ン
ド
は
古
い
伝
統
を
有
す
る
国
で
あ
り
な
が
ら
歴
史
の
な
い
国
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
年
代
に
関
す
る
観
念
が
、
希
薄

で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
事
実
、
イ
ン
ド
史
に
関
し
て
は
、
仏
教
の
開
祖
で
あ
る
釈
尊
の
出
生
（
あ
る
い
は
仏
滅
）
年
代
に
つ
い
て
さ

え
も
諸
説
が
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
学
祖
は
こ
の
点
を
充
分
考
慮
し
た
う
え
で
、
漢
文
資
料
か
ら
イ
ン
ド
哲
学
の
年
代
を
推
定
す
る
こ

と
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
中
で
と
く
に
注
意
す
べ
き
は
、
「
仏
以
前
ノ
外
道
」
と
し
て
、
「
本
源
三
外
道
」
を
あ
げ
、
「
所
謂
本
源
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

外
道
ハ
外
道
諸
派
ノ
本
源
ナ
リ
ト
ス
。
就
中
、
迦
毘
羅
仙
（
数
論
ノ
祖
）
ヲ
以
テ
元
祖
ト
ス
。
」
と
し
、
カ
ピ
ラ
の
サ
ー
ン
ク
ヤ
説

が
仏
教
以
前
の
も
の
だ
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
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現
在
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
説
が
文
献
の
上
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
中
期
の
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
や
叙
事
詩
で
あ
る
と
い
う
見
方
が
定

説
と
な
っ
て
い
る
が
、
学
祖
は
、
修
行
時
代
の
釈
尊
の
師
で
あ
っ
た
阿
羅
羅
仙
（
〉
一
輌
へ
①
　
　
ズ
餌
一
抽
ヨ
①
）
を
サ
ー
ン
ク
ヤ
学
派
の
論

師
で
あ
る
と
見
る
立
場
に
立
っ
て
、
右
の
よ
う
な
結
論
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
釈
尊
は
若
い
時
代
に
サ
ー

ン
ク
ヤ
説
を
知
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
の
り
こ
え
て
成
道
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、
「
仏
教
ノ
初
門
」
と
し
て
の
サ
ー
ン
ク
ヤ
説
に
高

い
評
価
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
「
六
賢
人
」
の
一
人
と
さ
れ
る
カ
ピ
ラ
は
、
右
の
よ
う
な
理
由
か
ら
も
学
祖
の
尊
崇
す

る
人
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

工10

六
、
円
了
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
の
特
色
と
意
義

　
以
上
、
『
外
道
哲
学
』
一
編
の
内
容
を
検
討
し
て
得
ら
れ
た
結
果
を
整
理
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
　
学
祖
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
は
、
イ
ン
ド
哲
学
そ
の
も
の
の
研
究
で
は
な
く
、
日
本
仏
教
系
統
論
の
基
礎
作
業
と
し
て
行
な
わ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
口
　
右
の
目
的
の
た
め
に
、
学
祖
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ン
ド
学
者
の
業
績
に
つ
い
て
充
分
な
知
職
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
資
料
を
使
用
せ
ず
に
、
す
べ
て
漢
訳
さ
れ
た
仏
典
、
中
国
・
日
本
で
成
立
し
た
文
献
だ
け
を
用
い
た
こ
と
。

　
日
　
学
祖
が
使
用
し
た
漢
文
資
料
は
合
計
六
五
一
種
、
七
九
＝
二
巻
に
も
及
び
、
網
羅
的
で
あ
る
こ
と
。
漢
文
資
料
を
使
用
し
て

い
る
と
い
う
点
で
、
現
在
で
も
資
料
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
こ
と
。
つ
ま
り
、
漢
文
資
料
と
い
う
限
定
さ
れ
た
資
料
で
イ
ン
ド
哲
学

を
論
じ
た
著
作
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
哲
学
に
関
す
る
漢
文
資
料
の
集
大
成
と
し
て
こ
の
著
作
を
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
学

祖
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
の
成
果
は
、
ま
さ
に
今
日
的
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
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四
　
学
祖
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
は
漢
文
資
料
の
み
に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
、
現
在
の
学
界
で
明
確
に
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
点
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
（
た
と
え
ば
「
外
道
」
の
原
意
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
神
と
ナ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
神
と
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

神
が
同
体
で
あ
る
こ
と
な
ど
）
。

　
岡
　
学
祖
独
自
の
イ
ン
ド
哲
学
観
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
思
考
の
発
達
を
「
客
観
ヨ
リ
主
観
二
入
り
、
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
4
5
　

元
ヨ
リ
複
元
二
移
レ
リ
。
是
レ
人
ノ
思
想
発
達
ノ
規
則
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
外
道
ヨ
リ
仏
教
二
転
進
ス
ル
ノ
階
段
ナ
リ
。
」
と
い
う

よ
う
に
と
ら
え
、
イ
ン
ド
哲
学
　
般
を
「
仏
教
ノ
初
門
」
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
イ
ン
ド
哲
学
諸
派
の
思
想
を
「
客
観
カ
ラ
主
観

へ
」
と
い
う
基
準
で
系
統
化
し
た
こ
と
。

　
内
　
中
で
も
学
祖
は
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
学
派
と
サ
ー
ン
ク
ヤ
学
派
の
二
学
派
に
高
い
評
価
を
与
え
、
と
く
に
サ
ー
ン
ク
ヤ
を
イ

ン
ド
哲
学
中
の
最
上
と
し
て
い
る
点
か
ら
、
学
祖
が
「
六
賢
人
」
の
↓
人
に
カ
ピ
ラ
（
サ
ー
ン
ク
ヤ
学
派
の
開
祖
と
称
さ
れ
る
）
を

入
れ
た
理
由
が
理
解
さ
れ
る
こ
と
。

　
㈹
　
学
祖
が
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
、
サ
ー
ン
ク
ヤ
な
ど
の
思
想
を
論
ず
る
に
当
っ
て
、
つ
ね
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
と
の
比
較
が
意

識
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
因
明
（
論
理
学
）
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
の
共
通
点
・
相
違
点
が
検
討
さ
れ
た
上
で
、

新
た
な
論
理
学
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

　
囚
　
『
外
道
哲
学
』
は
イ
ン
ド
思
想
を
述
べ
る
の
が
目
的
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
学
祖
の
哲
学
の
基
本
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

す
な
わ
ち
、
学
祖
に
あ
っ
て
は
、
主
観
・
唯
心
が
「
極
理
」
と
さ
れ
、
「
理
想
絶
対
が
「
真
源
」
と
さ
れ
る
。
「
今
、
余
ハ
理
想
絶

対
論
ヲ
以
テ
論
理
ノ
幽
玄
ヲ
啓
キ
、
哲
理
ノ
真
際
ヲ
極
メ
タ
ル
モ
ノ
ト
ナ
ス
。
故
二
外
道
ヨ
リ
仏
教
二
移
ル
ハ
実
二
人
智
進
化
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
一
4
6
）

開
発
ノ
順
序
ナ
リ
ト
信
ズ
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
客
観
か
ら
唯
心
へ
の
思
想
史
的
発
展
こ
そ
、
哲
学
の
道
で
あ
る
と
い
う
点
が
主
張

さ
れ
る
こ
と
。
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㈲
右
の
主
張
は
、
た
だ
，
ン
，
哲
学
に
つ
い
て
の
み
で
は
な
．
、
、
東
西
の
田
心
想
全
般
に
及
ぶ
も
の
で
あ
り
い
レ
．
く
に
「
ム
フ
日
、
m

西
洋
ノ
哲
学
上
ニ
ア
リ
テ
ハ
、
ナ
ホ
客
観
論
ノ
主
観
論
ヲ
排
シ
、
唯
物
論
ノ
唯
心
論
二
抗
ス
ル
コ
ト
ア
ル
が
如
ク
」
と
い
う
危
惧
が

そ
の
裏
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
。

　
㈲
　
学
祖
の
思
想
の
根
本
は
「
余
ハ
元
来
理
想
主
義
者
ニ
シ
テ
、
且
ツ
此
二
仏
教
ノ
方
面
ヨ
リ
外
道
ヲ
評
論
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

外
道
ハ
凡
情
常
識
二
本
キ
タ
ル
浅
見
ナ
リ
ト
ナ
ス
ナ
リ
。
」
と
い
う
結
語
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　
国
　
日
本
に
お
け
る
イ
ン
ド
哲
学
の
概
説
書
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
姉
崎
正
治
の
『
印
度
宗
教
史
』
（
明
治
三
一
年
）
が
最
初
の

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
学
祖
の
『
外
道
哲
学
』
は
こ
れ
よ
り
一
年
前
に
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
方
法
・
資
料
は
異
な
っ
て
も
姉
崎
の
著
と

と
も
に
イ
ン
ド
哲
学
研
究
史
の
上
で
の
先
駆
的
な
意
味
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

〔
註
〕

（
1
）
　
学
祖
の
初
期
の
著
作
の
な
か
で
は
『
哲
学
要
綱
』
（
一
八
八
六
年
）
第
四
段
（
二
一
　
二
九
頁
）
、
『
実
際
的
宗
教
』
（
一
八
八

　
七
年
）
の
な
か
の
「
印
度
即
チ
婆
羅
門
教
」
（
＝
三
ニ
ー
＝
二
五
頁
）
に
お
い
て
「
印
度
哲
学
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

　
れ
ら
の
著
作
の
イ
ン
ド
哲
学
観
と
哲
学
館
創
立
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
印
度
哲
学
」
の
内
容
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
稿

　
で
論
ず
る
こ
と
に
す
る
。

（
2
）
『
印
度
哲
学
綱
要
』
（
一
八
九
八
年
七
月
一
六
日
）
は
「
仏
教
各
宗
中
学
林
教
科
書
用
」
と
言
う
よ
う
に
、
各
宗
の
学
林
の
中
等

　
教
育
の
た
め
の
教
科
書
で
あ
り
、
「
拙
著
『
外
道
哲
学
』
ヲ
抄
略
、
和
解
シ
テ
、
悉
曇
・
因
明
・
医
方
明
・
工
巧
明
ヲ
始
メ
ト
シ

　
テ
毘
陀
経
・
婆
羅
門
・
声
論
・
天
論
・
数
論
・
勝
論
等
九
十
余
種
ノ
外
道
ヲ
　
読
ノ
下
二
容
易
ク
了
解
シ
得
ル
様
二
叙
述
セ
リ
」

　
と
し
て
、
不
明
の
所
は
『
外
道
哲
学
』
を
見
る
よ
う
に
と
い
う
趣
旨
で
著
れ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
的
に
は
学
祖
の
イ
ン
ド

　
哲
学
に
関
す
る
著
作
は
『
外
道
哲
学
』
だ
け
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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『
外
道
哲
学
』
は
明
治
二
九
年
二
八
九
六
）
十
一
月
下
旬
よ
り
印
刷
に
か
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
十
二
月
十
三
日
夜
哲
学
館
は

火
災
に
あ
い
、
学
祖
の
住
居
も
、
延
焼
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
免
れ
、
参
考
書
類
は
す
べ
て
焼
失
、
あ
る
い
は
散
失
し
た
と
記

　
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
学
祖
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
彪
大
な
漢
文
仏
典
の
中
か
ら
関
係
記
事
を
集
め
た
か
と
い
う
具
体

的
作
業
を
示
す
資
料
は
皆
無
で
あ
る
。

（
3
）
『
外
道
哲
学
』
三
三
頁
。

（
4
）
忌
8
一
2
≦
≡
一
①
∋
ω
一
〇
n
昌
゜
。
ζ
［
〔
国
声
碩
＝
筈
豆
臼
一
〇
5
⊇
°
P
±
口
書
゜

（
5
）
「
六
賢
人
」
に
つ
い
て
は
、
『
哲
学
堂
案
内
』
（
井
上
円
了
口
述
、
井
上
玄
一
註
、
哲
学
堂
事
務
所
、
昭
和
一
六
年
）
二
〇
ー
二

　
七
頁
に
解
説
が
あ
る
。

（
6
）
『
外
道
哲
学
』
五
頁
。

（
7
）
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
イ
ン
ド
哲
学
研
究
史
に
つ
い
て
は
ド
ゥ
・
ヨ
ン
グ
著
『
仏
教
研
究
の
歴
史
』
平
川
彰
訳
（
春
秋
社
、
一
九
七

　
五
）
、
『
イ
ン
ド
文
化
研
究
史
論
集
』
塚
本
啓
祥
訳
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
参
照
。

（
8
∀
宮
本
正
尊
『
明
治
仏
教
の
思
潮
』
佼
成
出
版
社
、
八
六
頁
。
　
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
冊
、
七
二
一
頁
。
南
条
文
雄

　
『
懐
旧
録
』
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
事
始
め
（
東
洋
文
庫
、
二
〇
五
）
三
五
九
頁
。
以
上
、
森
章
司
教
授
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
9
）
「
欧
迷
周
遊
ノ
大
略
」
（
『
理
論
的
宗
教
学
』
）
に
「
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
チ
ノ
両
大
学
ヲ
訪
ヒ
教
授
学
士
二
遇
フ
テ

　
哲
学
ノ
景
況
ヲ
尋
ネ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
『
外
道
哲
学
』
一
頁
。

（
1
1
）
同
　
右
。

（
1
2
）
同
　
右
。
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（
1
3
）
同

（
1
4
）
同

（
1
5
）
同

（
1
6
）
同

（
1
7
）
同

（
1
8
）
同

（
1
9
）
同

（
2
0
）
同

（
2
1
）
同

（
2
2
）
同

（
2
3
）
同

右
。

右
。

一
ー
二
頁
。

一
頁
。

四
頁
。

五
頁
。

七
二
〇
頁
。

五
頁
．
、

二
頁
。

二
ー
三
頁
。

五
ー
六
頁
。

（
2
4
）
拙
著
『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
ー
そ
の
現
象
と
思
想
』
評
論
社
、

（
2
5
）
「
外
道
哲
学
』
三
八
頁
。

30　　29　　28　　27　　26

同　同　同　同　同

四
六
頁
。

四
六
七
頁
。

五
〇
頁
。

一
五
七
頁
。

｝
五
八
頁
。

一
七
頁
参
照
。
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（
3
1
）
同

（
3
2
）
同

（
3
3
）
同

（
3
4
）
同

（
3
5
）
同

（
3
6
）
同

（
3
7
）
同

（
3
8
）
同

一
五
八
頁
。

一
五
九
頁
．
、

一
五
九
頁
。

一
八
七
頁
。

一
八
八
頁
。

一
八
九
頁
。

↓
九
一
頁
。

一
九
三
頁
。

（
3
9
）
明
治
二
三
年
の
講
議
録
「
仏
教
論
」
に
つ
い
て
の
質
問
に
「
数
論
学
派
ヲ
以
テ
一
元
論
ト
ス
ル
ハ
如
何
（
余
ハ
ニ
元
論
ナ
リ
ト

想
フ
）
」
と
言
い
、
哲
学
館
の
イ
ン
ド
哲
学
の
講
義
に
お
い
て
サ
ー
ン
ク
ヤ
説
を
説
く
際
に
一
元
論
が
二
元
論
か
が
問
題
と
さ
れ

　
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
『
理
論
的
宗
教
学
』
「
仏
教
質
問
説
明
」
）
。

（
4
0
）
『
外
道
哲
学
』
五
一
六
ー
五
一
七
頁
。

（
4
1
）
同

（
4
2
）
同

（
4
3
）
同

（
4
4
）
同

（
4
5
）
同

（
4
6
）
同

五
一
八
頁
。

五
一
二
頁
。

五
五
〇
頁
。

二
七
三
頁
。

五
五
一
頁
。

五
五
二
頁
。
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（
4
7
）
同
　
五
五
二
頁
。

（
4
8
）
同
　
五
五
二
頁
。
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